
令和８年度第１回
船橋市電話de詐欺等特別対策協議会
作業部会における検討結果及び今後の実施方針について

情報を届ける 対面支援 資源の相互活用 今後の連携

令和８年８月１７日 船橋市市民生活部市民安全推進課

市民安全推進課資料
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本日の報告内容・特別対策協議会で確認いただきたいこと

作業部会で整理した実施方針を報告し、今後、関係機関と個別調整を行いながら実施することについて
ご確認いただきます。

今後の実施方針として六つの取り組みを

進めること

各団体が可能な範囲で

周知・配架・イベント等に協力すること

具体的な実施内容は事務局と

関係機関で個別に調整すること

特別対策協議会で確認いただきたいこと本日の報告内容

これまでの検討経過
協議会・作業部会・書面開催の流れを確認

作業部会の確認結果
各団体からの了承・意見を整理

六つの取り組みの実施方針
各取り組み案の内容と進捗を報告

役割分担と今後の進め方
今後の調整・協力事項を確認
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これまでの検討経過

初回の特別対策協議会の後、複数回の会議を実施いたしました。

本日の説明の考え方

作業部会での議論を踏まえ、実施可能な取り組み内容や具体的な連携策を特別対策協議会へ報告します。

特別対策協議会
令和7年12月23日

各機関の取組・課題を
共有

第1回作業部会
令和8年3月13日

課題・必要な対策を
整理

第3回作業部会
（書面開催）

令和8年7月31日

取組内容・具体的な
連携策・役割分担・
支障の有無を確認

今回の
特別対策協議会
令和8年8月17日

整理結果を報告し、
今後の実施方針を了承

第2回作業部会
令和8年6月19日

課題シートを元に
事務局案を６つ提示し、
各団体から意見を聴取
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※特別対策協議会 各団体の代表者で構成され、電話de詐欺等による市内の被害状況及び各団体の対策や取り組みを共有する会議
※作業部会 各団体の実務担当者で構成される会議で、各団体による具体的な連携方法等、より実務的な対策を検討する会議



作業部会で共有した主な課題と対策の方向性

共有した主な課題 対策の方向性

情報を自ら取りに行かない人に届きにくい

電話de詐欺に加え、SNS型投資・ロマンス詐欺

・闇バイトへの対応が必要

新たな手口が市民に十分認識されていない

高齢者だけでなく、若年層・保護者への

啓発も必要

警察・市・関係団体間の情報共有が必要

関係機関が役割分担して実施する

既存の制度・設備・イベント・啓発資材を有効
活用する

動画、青パト、防災行政無線、講座、対面案内
を活用する

地域や対象者に応じて広報手段を使い分ける

市民が情報を取りに行かなくても届く
仕組みをつくる
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1 既存の警察動画・県警動画の活用強化

警察・県警等が作成した動画をふなばし情報メール、市ホームペー
ジ、関係団体の連絡網等で周知する。

2 青色回転灯装備車両による重点音声広報

「アポ電が多発している地域」など、地域ごとの被害状況に応じて、警察
がその時々の注意喚起文を作成し、市の青色回転灯装備車両で短い
音声広報を行う。

3 学校向け防犯講座の実施

市職員・警察等が学校へ出向き、闇バイトや電話de詐欺等への
注意喚起を行う。

4 防災行政無線による重点時期の注意喚起

市の防災行政無線を活用し、時期を限定した上で、短く聞き取りやすい
文面で注意喚起を行う。

5 警察庁推奨アプリの共同展示・対面案内 6 関係団体との啓発資材の配布協力

市と警察が合同で防犯ブースを設置して、警察庁推奨アプリ等を対
面で説明し、警察庁推奨アプリのインストールを支援する。

市、警察、消費生活センターが保有する啓発パンフレットについて、
民間団体、金融機関等で配架、配布協力を行う。

六つの取組の全体像と現在の進捗

実施準備

今後調整

実施済・予定

実施可能

今後実施

整理済

六つの取組は、作業部会で共有した主な課題と対策の方向性を踏まえ、整理したものです
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① 既存の警察動画・県警動画の活用強化

1

警察等が既に作成している動画を、ふな
ばし情報メール・市ホームページ・関係団
体の連絡網等で周知する。

新たな動画を制作するのではなく、既存資源
を活用して比較的速やかに実施可能な取組
として整理する。
（千葉県警・警察庁など、広く活用する）
闇バイト、SNS型投資詐欺、ロマンス詐欺等を
テーマ別に周知する。

既存資源の活用を基本とする

俳優の神尾楓珠さん出演
「闇バイトへの少年加担防止動画」

千葉県警公式公式YouTubeチャンネル
市立船橋高校演劇部による演劇「伝える勇気」

千葉県警公式公式YouTubeチャンネル
「おじいさんの青春」

既存の警察動画・県警動画の活用強化

既存動画は視聴されに
くいため、プッシュ型で
届ける工夫が必要

被害件数・被害金額を発
信し、危機感を持てるよ
うにするべき

青少年の環境を良くする
市民の会からは、公式
LINEによる周知協力も
可能との回答

作業部会での
主な意見
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能動的に情報を取りに行かなくても届く仕組みへ

動画は自分から
見に行かない

・YouTube等は検索しないと届きにくい
・防犯意識の高い人に偏りやすい

課題の本質
「自分で取りに行く型」の情報発信では
必要な人に十分届かない

市民の自主性に任せず

「被害額が〇億円！」と
一目でわかるインパクトのある

案内が必要

市民への届け方

ふなばし情報メール
ホームページのリンクを配信

＋ 被害件数・被害金額もメールで周知

市公式X
ホームページのリンクを随時発信

団体のLINE等
青少年の環境を良くする市民の会

が協力

情報を“取りに行かなくても”
市民の目に入る

電話de詐欺対策の動画を集約した
特設ページを新設（リンク貼り付け）

・県警の闇バイト防止動画
・市立船橋高校演劇部の啓発演劇動画「伝える勇気」

・警察庁推奨アプリ動画

1ページに集約
市民は複数の媒体を探し回らず、このページを見れば

啓発動画を閲覧できる

現状の課題 改善の考え方

広報誌だけでは気付きにくい
・該当ページを開かないと見落としやすい
・紙面だけでは動画や詳しい情報に進みにくい
＜広報ふなばし掲載記事＞ ② 被害情報の定期発信

① 動画の周知

① 既存の警察動画・県警動画の活用強化

プッシュ型で

届ける仕組み！！
市のHP
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② 青色回転灯装備車両による重点音声広報

市が保有する青色回転灯装備車（青パト）のスピーカー
から音声啓発を行う。

市民安全パトロール中に、金融機関周辺や被害が多い
地域を中心に、短い定型メッセージで注意喚起を行う。

音声の内容は地域ごとの被害状況の特色に合わせて変
更し、警察から提供を受けたものを放送する。

常時ではなく、重点日・重点場所で
の実施を想定する。市民安全パトロールカー（青パト）は市に３台 ８名の職員で交代で運転

2 青色回転灯装備車両による重点音声広報

若年層や市民参加型の工夫が有効

地域ボランティアとの連携可能性あり

作業部会での主な意見
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年金支給日前後・被害多発地域
に重点実施



①警察が地域の特徴を把握

警察が地域ごとの電話de詐欺の
特徴や傾向を分析・把握

② 地域ごとの文章を作成し、
音声データにして市に提供

③ 市が音声データを活用し、
青パトで広報を実施

市は提供された音声データを活用し、
青パトで地域を巡回しながら
電話de詐欺防止を呼びかけ

④ 将来的に高校生等の声を活用
（市内高校等の放送部と連携）

市内の高校等の放送部等に
音声を吹き込んでもらうことを想定

地域ごとの犯罪被害の特徴を捉えた音声で、効果的に電話de詐欺の被害防止を呼びかけ、地域の防犯意識向上と被害の未然防止を図る

② 青色回転灯装備車両による重点音声広報

必要に応じて、地域の被害状況等に合った音声広報で、より効果的な電話de詐欺の被害防止と安全・安心なまちづくりを推進します。

把握する内容（例）

・電話de詐欺の多発地域や手口の傾向

・侵入窃盗、車上ねらいなどの発生状況

・地域住民からの相談内容や特徴

・注意すべき時間や時間帯の傾向 など

把握した特徴を反映した地域ごとの
広報文章を作成し、音声データにして

市に都度USB等で提供

文章の例
・○○地区では、アポ電が多発しています。

＜ポイント＞
スポット的に「その地域で今、特に注意が
必要な事案に即した音声広報」を行う 平日9:00～17:00（2人1組体制）

青パトの運行時間（従来どおり）
✓高校生の声で親しみやすく印象に残りやすい

✓特に保護者世帯の注目が集まりやすい

✓地域への関心や防犯意識の向上につながる

期待される効果

こちらは船橋市です。
○○地区では、電話de詐欺の予
兆電話が多発しています。知らない
電話には出ないようにしましょう。
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③ 学校向け防犯講座の実施

必要に応じて、市職員や警察等が高校へ出
向き、闇バイトやSNS型投資・ロマンス詐欺
等に関する防犯講座を実施する。

既存動画の上映や関係機関の協力も含め、
若年層への注意喚起手法として整理する。

学校との調整が可能な範囲での実施を想
定する。

学校向け防犯講座の実施3
学校向け防犯講座の重点実施（イメージ）

高校生への啓発は待ったなし

学校カリキュラムとの調整が必要

作業部会での主な意見

小中学生段階からの啓発も視野
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既存動画の上映や警察との連携も想定



市の職員と警察官が連携し、闇バイトや電話de詐欺に関する防犯講座を実施することで、生徒の防犯意識を高め、犯罪被害の未然防止につなげます。

※具体的な内容・日程等については、今後、学校や教育委員会
と協議・調整のうえ決定していきます。

③ 学校向け防犯講座の実施

1. 講座の内容・実施体制 2. 対象・実施方法

一斉実施
全クラスを同時期に実施し、高い啓発効果を目指します。

３．今後の進め方

市内の高校等にて、市の職員と警察官の合同で

闇バイト等に関する防犯講座を実施します。

闇バイトの勧誘手口
・SNSや掲示板での募集の実態
・「高収入」「即日払い」などの甘い誘い文句の危険性
・個人情報を送ることのリスク

加担した場合の法的責任
・詐欺罪、強盗罪、窃盗罪、組織犯罪処罰法などの適用
・知らなかったでは済まされないこと
・少年法の適用について

実際の事例紹介
・実際にあった闇バイトの事件事例
・被害者・加害者になった高校生のケース
・人生への影響（逮捕、前科、進学、就職への影響など）

相談先の案内
・困ったときの相談窓口（警察相談専用電話「#9110」、
ヤングテレホン、消費生活センターなど）
・保護者や先生に相談することの大切さ

講座内容の例（警察が説明）

実施方法（例）
・体育館や教室での全体講話形式
・スライドや動画を活用したわかりやすい説明
・質疑応答の時間を確保し、理解を深める

市内の高校等のうち
カリキュラムの調整が可能な学校を対象

に実施する予定

原則、全学年の生徒

対象

今後、学校や教育委員会と
具体的な調整を行っていきます。

調整内容（例）
・実施時期・日程の調整

・講座内容の詳細検討

・会場や機材の確保

・各学校との連絡、調整 など
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④ 防災行政無線による重点時期の注意喚起

被害多発時期や年金支給日前後等に、防災行政無線を活用した注意喚起を実施する。

実施時期や文面は、聞き取りやすさや市民生活への影響を踏まえ、限定的に整理する。

高齢者への到達手段の一つとして位置づける。

「船橋市防災行政無線による振り込め詐欺の放送実施基準」を改正し、市民安全推進課と事前に連絡・調整した
上で、警察から危機管理課へ「防災行政無線放送依頼書」を送ることで放送可能

放送内容は原則変更不可。

ただし、平成２４年４月以降、放送内容の見直しが行われていないため、近年の実態に合った内容に変更すること
が望ましい。

防災行政無線による重点時期の注意喚起4

防災行政無線による重点時期の注意喚起（イメージ）

以前の放送を復活させてほしい

聞こえにくさや地域差への配慮が必要

作業部会での主な意見

頻繁にやると逆効果なので、重点的な時期に
実施するのが効果的
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防災行政無線を活用し、電話de詐欺の注意喚起を市民へ広く呼びかけます。

１．放送内容（案） ２．放送の仕組み（依頼から放送まで）

警察は市民安全推進課と連絡・調整の上、「防災行政無線放送
依頼書」を危機管理課へ提出し、放送を依頼します。

④ 防災行政無線による重点時期の注意喚起

船橋警察署／船橋東警察署から／お知らせします。／

電話de詐欺 振り込め詐欺 が／多発しています。／

被害に／あわないよう／十分気を付けましょう。／

不審な電話が／ありましたら／

家族や／身近な人／最寄りの警察署／交番に／相談しましょう

※２回繰り返す

以下のように改正します。
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広範囲への注意喚起

防災行政無線により、市内全域に
素早く情報を届けることができます。

市民の防犯意識向上

繰り返しの注意喚起により、
電話de詐欺への警戒心が高まります。

被害の未然防止

早期の注意喚起により、
被害の未然防止につながります。

市民安全推進課
（市役所）

防災行政無線
（屋外スピーカー）

危機管理課
（市役所）

警察署

連絡・調整

①防災行政無線
放送依頼書を送付

②危機管理課が
放送指示



⑤ 警察庁推奨アプリの共同展示・対面案内

市役所1階展示コーナー等で、警察と市の共同展示とし
て防犯に関する取組や資料を掲示する。

展示の一角に案内カウンターを設け、警察庁推奨アプリの
インストール方法を直接説明する。

アプリ導入のハードルを下げる周知方法として整理する。

市役所以外でも、例えば、金融機関や郵便局の窓口付近
など、市民が日常的に立ち寄る場所において、市や警察が
ブースを設置し、対面で案内する

警察庁推奨アプリの共同展示・対面案内5

対面支援には意味がある
（高齢者は自分でアプリをインストールできない）

作業部会での主な意見

イベントの一角での実施も可能性あり

周知だけでは有料の偽アプリをインストールする危険性がある
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警察と市が連携し、イベントや公共施設等で警察庁推奨アプリのインストール支援を実施します。

③今後の取り組み

①金融機関等での取り組み

営業活動に支障をきたさない範囲かつ、ブース等の空き状況に問題がなければ、金融機関等でも、警察庁推奨アプリのインストール支援を市と警察が
共同で実施します。
②地域団体のイベント等への対応
社会福祉協議会や民生児童委員協議会などの関係団体が主催するイベントで依頼があれば対応し、同様の取り組みを行います。

⑤ 警察庁推奨アプリの共同展示・対面案内

各消費者団体がブースを出すイベントに警察と市が共同で防犯ブースを

設置し、警察庁推奨アプリのインストール支援を行います。

開催概要（予定）

・イベント名
第61回船橋市生き活き展
・開催日
令和8年10月31日（土）
10:00～16:00
・主催
船橋市消費生活センター

啓発物やチラシ等でも
防犯意識を啓発

例：キッチンペーパー
（詐欺啓発文言入り）

②令和8年10月31日「生き活きフェア」への出店（予定）

令和８年６月２９日（月）～令和８年７月３日（金）まで
市役所本庁舎1階（美術コーナー）で市と船橋警察署の共同防犯ブースを
設置し、警察庁推奨アプリのインストール支援を実施済み。

①実施済みの取組

✓ 啓発チラシ・啓発品の配布✓ 警察庁推奨アプリの紹介・ダウンロード支援

✓ アプリの主な機能やメリットを説明 ✓ 不審電話・詐欺被害の相談先案内 など

市民の防犯力向上と
被害の未然防止へ 15



⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

市、警察、消費生活センター、千葉県が保有する啓発パンフレット等について、各地域団体や金融機関等で
配架、配布協力を行う。

各団体の窓口、施設、会合等を活用し、対象に応じた周知を図る。

6 関係団体との啓発資材の配布協力

啓発資材の配架・配布協力（イメージ）

配架・配布協力
各団体の窓口・施設・会合等で周知

千葉県
くらし安全推進課

市民安全推進課

消費生活センター
既存の啓発資材

チラシ等

警察

市民への
注意喚起・周知

どの団体が何を持っているか
の一覧がほしい

作業部会での主な意見

見守り訪問時に使えるチラシ
等があると有効（民生児童委
員協議会）

必要部数があれば回覧対応
も可能（自治会連合協議会）

16



配布できる団体と配架できる団体を整理し、既存のチラシを活用した周知を進めます。

①チラシを提供できる団体

提供できる啓発資材は
基本的にチラシ

②事務局で情報を整理

提供可能なチラシ情報
を取りまとめ

団体名・チラシ名・

担当部署名・連絡先を
整理

③配架・配布先

現時点では、チラシを提供できる団体は市民安全推進課・両警察・消費生活センター・千葉県の５団体。
配架先は、社会福祉協議会は配架可能、金融機関等は内容確認の上で判断となる。

※他団体にも依頼があれば発送

詳細の一覧は参考資料を参照

⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

詳細な一覧は
参考資料に掲載

千葉県
くらし安全推進課

市民安全推進課

消費生活センター

両警察

金融機関等
内容確認の上で判断

社会福祉協議会
配架可能

・各地区社会福祉協議会や中央・西老
人福祉センターにおけるチラシの配架

・社会福祉協議会の入口及びチラシ
ラックへの配架

17
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機関・団体 主な役割

市民安全推進課
全体調整、市ホームページ、SNS等の周知、青パト運行、防犯講座、防災行政無線の調整、
警察庁推奨アプリの対面支援、チラシ提供

消費生活センター イベント連携、相談対応、チラシ提供

千葉県くらし安全推進課 広域的な情報提供、啓発支援、チラシ提供

警察
被害分析、青パト音声・放送文作成、防犯講座、防災行政無線の調整・依頼書送付、
警察庁推奨アプリの対面支援

金融機関等 窓口での注意喚起、条件が整う場合の警察庁推奨アプリの展示・チラシ等の配架協力

自治会連合協議会 回覧・掲示による周知、地域への展開

民生児童委員協議会 訪問時の注意喚起、見守り活動を通じた周知

社会福祉協議会 チラシ配架、イベント協力

老人クラブ連合会 会員向け周知、高齢者への注意喚起

青少年の環境を良くする市民の会 若年層・保護者向け周知、公式LINE等での情報発信

各機関の主な役割

特別対策協議会でご確認いただきたい事項
・各機関・団体が可能な範囲で役割分担し、連携して取り組むこと
・具体的な実施内容は事務局が個別に調整し、順次実施すること

18



今後の進め方・特別対策協議会で確認いただきたいこと

今後の進め方

1 特別対策協議会で作業部会の整理結果
を報告

2 実施可能な取組から順次開始

3 学校、教育委員会、郵便局等と個別調整

4 実施結果や課題を事務局で整理

5 必要に応じて作業部会・特別対策協議会
へ報告

特別対策協議会で確認いただきたいこと

1 今後の実施方針として六つの取組を
進めること

2
各団体が可能な範囲で
周知、イベント、配架等に協力すること

3 具体的な実施内容は、事務局と関係機関
で個別に調整すること
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以下、参考資料
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データ提供：千葉県警察本部

携帯電話の新たな防犯対策として詐欺電話に使われること
が多い国際電話番号や詐欺に利用された電話番号をブ
ロックする機能を備えた「警察庁推奨アプリ」が登場しまし
た。ダウンロードする際は偽アプリに注意！！

新たな詐欺対策「警察庁推奨アプリ」（無料）が登場！！

⑤ 警察庁推奨アプリの共同展示・対面案内
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チラシ配布可能団体一覧

５団体が提供可能なチラシの情報を整理し、配布・配架調整に活用します。

⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

団体名 チラシ等の名称 担当部署名 連絡先

市民安全推進課 ・電話de詐欺防止装置貸与事業チラシ
・住まいの防犯対策補助金チラシ

防犯対策係 047-436-3110

船橋警察署 ・国際電話不取扱受付センターチラシ
・国際電話利用休止申込書
・警察庁推奨アプリチラシ
・警察庁推奨アプリインストール方法説明チラシ
・AIがスクリーンショットを読み込み詐欺を見抜く【東警察署】
など

生活安全課 047-435-0110

船橋東警察署 生活安全課 047-467-0110

消費生活センター ・くらしの情報ふなばし
・消費生活センター案内リーフレット

啓発指導係 047-423-2852

千葉県くらし安全推進課 ・警察庁推奨アプリチラシ【チラシのデータのみ提供可能】
・ニセ警察詐欺被害防止チラシ【チラシのデータのみ提供可能】

防犯対策推進室 043-223-2299
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⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

電話de詐欺防止装置貸与事業チラシ 住まいの防犯対策補助金チラシ
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⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

くらしの情報ふなばし
消費生活センター
案内リーフレット
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⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

国際電話不取扱受付センターチラシ 国際電話利用休止申込書
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⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

警察庁推奨アプリチラシ ニセ警察詐欺被害防止チラシ
AIがスクリーンショットを
読み込み詐欺を見抜く
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⑥ 関係団体との啓発資材の配布協力

警察庁推奨アプリインストール
方法説明チラシ
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